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ヒゲナガコナダニに關する研究

鍵谷傳

　　　1．緒　　　雷

　笛㈱獅艶害するグ鱗rl卿…il・a）蹴一ごは麺蜘ゆ倣が齢。今そのダ吸びeM、
が獲爽滑を列記すれば、

　　　“・シラミみエ’・diゆi・1…ve・七・i蝋・・N　　（農職・1剛進覗）　　　1
　　　1・）・　ヵヒコウジダ轟　Tyrc　glyvlius　1’nug，　（lfte　s，as｝xl・i．　　αll墨．博士　佐々木忠訳鄭氏）

　　　c・カビコ鯉ゴダ“「1’yroglyvlms　sl）・　　　ql遡　佐妹忠烈B氏）
　　　d・カビ・サナギダ・myx・gly｝・hus　El・・　　　鯉離嗣，ノk木誠政氏）

　　　°・イクソジs“mエx・cli・1・・　・・1・・　　　　　（r町　八木誠政氏）　1

　　　±L’カネx・lhリグ＝C・・’・est・inidf・。　　　　（伺　八木誠政民）

　　　9・ガマスグ・G・・’nasug，　sP・　　　　　（同　　八木誠政氏）

　　　h・げみCJbeyl・七・9・　・1・・　　　　　（rl可　八木誠政助

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上艘i垂鍛博士横山桐郎民に依る。）

撫野は融牌糊】i・一肋みの飯魏鵬するも働るを獲肌，假に繍をげナ
ガ’ナダ紬銘して形態蜘襯察の糸む継灘業辮㈱416號（m，9＊n六r・一卜二蹴）畷
表し世の注意を促したり。

翌昭和七年三服JIL糀諜試鵬儲第10號に於て・r・ラダ・並にその力脚歌りて魑
ヵヒ＝ノワラダ’t病」なる題下に謹細にR　A’Lが研究を磯爽す。依つて、予の観察せるものと比

鰍究す脈妙のヲi獺・勺・生態的の聡観る臓して本ダ紐一致舳瑠む識に、　ll・・」

年『灘繍』第473號に方急て・rワラダ；　・　Mrk　Plili予の・狗一加ナみ綱一繊信褐所

以及び酩を一“5Eする爲に・そのヲ1珍態よ睨てヒゲナ加ナダ曼儲するの儲なるを論じ

たり・問胤竹膳舐帳難｛轍業識場1・骸場）は撫・1・て観輪樋のダ瞳獄
し・’cの徹中［C　「ワラダ・』はr・ゲナ加ナダ噌な闘しと述ぶ。備誌畷綱）。

要するに現敏秘迄・如澱障1の鯉を鵬のみなるも、和名r・う・ナ加ナダ．』とし

これに依つて起蹴靴「・ナダ噛」と爲すこと略轍舳と働る力敬に、敢えてeの
和名を用ひ柳か研究の一端を蓮べむとす。

　　∬．形態的の観察　　　　　　　　　　．　一

騨の識鵬禰て聯であつて1・綱一形勲繍る・ず樹ぱ淡離であるが鞭触灘



28　　　 慧綜學灘誌　　　〔第七巻
他の食餌を撮取したるものは飴褐色光澤を呈する。頭胸部は腹部に癒著し略圓形を呈する。脚

　　　　．鋸　　　　・護　麟艦蕪野発雛繕蒙耀薯羅

殊に尾端の長毛は体長に

成長に件ふて長毛は伸長

するものにあらす。

胸部との境界には溝を爲

し明に匠別し得o

　胸部　腹部との境界は

極めて不明瞭であつて第

X講纏鎌灘　　　’一第二肢を有する。胸部背

面には四封乃至六封の毛を有し、頭部の方向へ向つて生す。第一二三四脚共に同大。各肢脚の

第三節にその背側より特異なる鞭1リミ毛を有する。第一二脚の基節にも長毛あり。先端に褥盤及

び爪を有す。

腹部　腹部の背面は略球面

歌に隆起し、腹面はやS長楕　　　　　　　　　　　　　t’

圓形を爲す。背面胸部との胸

腹境界に近く背面亜背線に三

す。雌は生殖門を槻察し得。

腹部胸部の境界に近く二封の　　　　Z　　　　　　　、

脚あり同大である。　　　　　　　　　　　　　　　＾

　成熟せるダニの体長体幅は

その餌料等に依つて大なる個　　　　　　　づ

休長　表
　夏期（八月調）（軍位mm・）

’餌料別P司・1・1・1456「－7回g廿…1・2」均
　＿　　　　　　　　♀

彰背混合
　　　　　18

0．38　0．42

0．23　0．25

　1

0．33

0．26

O．36

0．23

0．28i　O．350．330．4010，37唱 O．400．2glO．340．357
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
曜・…，一・・i・1i．is1［…r…5［・…1…4…・・24・
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　　棚滲　藁・獺晃死盤は各1濾、鑓座に螢兄せる逮，の

　滋〔期（昭和八fドノ、1葺凋査）の戯虫♀・0，d・22・80，254エu，m，を峯均休長と見るo，

　　箪工・生態的の観察

tiblE，“：・：鵬聡雛擢1イ醐勿・榊・、獅1瓢伽・もの酬」徽r融欄物卵砂撚
附るものである・識h職厭陳して肉lil↓にてよく陥・～、が’ll來る．卵凱鰍1・…昭己

る◎

卿賄糊゜・n5…副・融・‘1“1鵬軸る．卿乏はや剛臨柳謝泥の＿鞭撒
躍しば次の通りであ馨）o

　　　　卵の火さ（s’it位，加11．）

卵“謔ﾉ置　｝°・1：・。・・’ul・・1刈…吐1・」q〔剛製

卵　の　幅　i・・“5。・｛）（；　1・・｛プ7i｛｝鋼o・｛｝5i。・o（“・・。7

　、　　　　　　　r

8 t｝ ：｛（，

：：淵1；：謙診

　　l　　　l

ンド　　均

o曹1’｛5

o．e（i（s

　　．　t腕　　　　　　蝦　’・㍉．・．　　　　　幼虫卯より卿化せる幼虫は直に活贋に

　　　　　　　　　　　　　　　　へ

　　　　　　　　　’ヤ　　　螺晦¢す・腹辮鏑にヒ螺列せ鞭毛がある．

払　　　　　　　　’雛饗購論謹器鵬脇認虫1’ま三三

刎はり剛園磯凝爲して轍幽に黙迄の囎15は，その搬澱に働て歎のfSial係が
ある・殊に滞雛態にも關係す靴とが趣い。eの一例として夏期（ノF均83°）、醐（・F

均62りの1欄に於ける幼虫よ職熱に至る後産卿a・猫までの∬細醸示すれlrt’ika）如き

ものである・低夏鵬昭Iln八靴1抹より八月迄1こ蛮翻胤冬期胴｛F＋ノ雪より・－1．・．．．月に

籏ミる言調ζ壌であるo

～”’

nこ．1　　誕　　　鋤ww　［謄一　　　期　　1軍均
dV聾」1∫γヨ〕’ヨ舗・工r噌ド“・・」「…一芽r三τ“・T　5一「rr　

・い・r中剛欠図欠1・i・・ui　，，s両・sl欠1・・図・・．・・

　3　レ舞ヨレr一欠1瑚欠17rlレ51・・i欠1コ61コ・｝・dl9．3口

　1；tJ－（欠）ハ中溜ε、又・・イ｛‘鵬ナレル帰ゾ

即湘度‘ζ釜大の關係あるをク訂1る可く脱皮阿数も亦三圃を通例とするも四回叉は五園のことdi，



三〇　　　　　　　　　　翻　　綿　　・撃　　瓢　　磁1　　　　　　　　　〔第hし侮

るは極めて不可郷なる現練なりとす。

成虫卵よ賊灘秘個ヒは極めて酬εであつて・次の嫡洲沼∫する翻三備る’瞭

は未だ不朋である⑪

　　（1）．　七月に於て1几i・匿代を洛解ヴとることありo

　　（2），三月に於ては二世1憎勲紬蝋び囎イヒた縄たる鳳聴趨1ぴも繍貧・
　漁慶に鋼しては比較的轍1蜷好む。［2P　60％一唱｛｝％a）漁度7iゴ11∫・！：信’舛1，。湘窯は帥比i鮫的小

くて日光の批らぬ所。多漁σ）場舗餌料力病1阻黛菌が～i按♪濡であ凱

從つてこのダニ叫～、衡n矧・に緻する｝勲1よ欄・て稀で繍・t’かるに．もぼのノ臨覆r

條件に息まれたる場合は、非常に無撒の禦哲llを爲す。

光線に肌てk－」：　t：，Oi　，V）て鰍メよ雛光性（N・畠・曲・・lh。・i・晦蘭・・）翻弧幽蝋・陥償錨

瘍合は、非常なる速度でこれを避くるものである‘，

　もし藁時間（夏期にて2（》分内外）直射光線に常たる場合ω：死滅すゐもの費ある“

　口光に鮒する抵抗に就ては未だ訂・15査せつ㌔

燦卵。雌蜘ま交励後、雄はr）rリ難蹄（拗IL糊は帳ののノ陥4激1勲洩灘
は灌卵後二口乃洲几1口間塩命持倣後夕じず。從つて雌は蹄1卵↓乏期に民れば、座命の動績は減いti

　卵は棲息場所に職々産下され一ケ所に堆積的；s〈　t・；L卵塊的に膿下さ媛ハこ11就武く散rl三的1こ燦ド

するものであるo

燦卵蜘よ極めて多数150ケ1こ及ぶものもあれば繊なコ4個内外のものも1鵬ξ戯識’L・洲1帳

るo…翫し雌の、螢養欺熊と環」寛の如f可とに依るもの占湾禦さゐLのである」／、
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め　　　　　　　ぬ　りゆ　ゆ　ム　むゼいロ　ハ　　　　　　　　F・“varwゆおuaり”／±etじv“－nA－　　）いヨn・・－－■・ひ　tt　P　t・　　t4・’　り　t9くtPtthい　　／ttゆをltヒ　　de’“’　ロ　ヘハt゜t　nyPttS　t’ゆるFblセ　　ttvaPPt　’ヴ　バ

　　　　　　　　　　　　ニニi滋　　的　　蹴　　六　　’ヒ　1八

　　　　　　　　　口　　　菖　　　n　　　rl　　　口　　　11　　　11　1　【l

　　　　　　　　　l’1　闘　　ll　Il　Il　rl　EI｝11

　　　　　　　　　コ　　　　：1．　　　　3　　　　：‘‘3　　　「｛．o　　　lt，3　　　　｛）　　　　3

＼、舜卵始刈1
　　　』＼＼、

．：t－一一．呈．番癌幡

　　♀　　　一

　　？　　　二

9　　　三

9　　　四

9　　　五

9　　　六

？　　　七

0

1

0

0

コo

…li一

一三1

一澄．

1．

o

1，‘A

一“’”堰|’

e

6

2〔レ

「r
：lo

o

5

3

63

23

：ttl’

2

：t

〔P

烈…
11〔｝

ltO

o

3

e

9

6

ny””ah

15

鼠呂

li－一

e

9

0

6

3u

『1｝［‘

ドn脾 oヂ

　こ1了

死

’ls

11料1：lll：1

剥∴1：一議．

　鋲｝日　Ii　星‘睾

8

：【

1t

22

　もし環境にして良好ならば恐らく200ケ内クトを涜卵するものの如くである。

幼巌期は夏期4日乃至6N、冬期は11日に釜るものもある。

　成虫に達する磯育は、夏期と参期とにては大いに異るもので勘るが、休長の獲育の一例は吹

の通りである。

　冬期は雌鵡は大型であるが夏期は小型であることは、その経過から見て想像し碍劉り1である

今、体成長の調誉表の一端を示す。

　　　夏期休長顎育表、三三頭2F均軍紘m，m．

　　　｝　，

　⊂弓死i　田
　夕。｝一　貯

ド“ @1　　　｛…
｛＿9L£i　鯵…
　　　ミ　　　く
　【3i　【目　　剛

、．ii＿底騰歌［・三一・國一「・・［・・1・「・1・・｛艸，小卿’t・苅「薪7

体副㈱1・．IL・・　1・，・・k・，・81・紬．・、　r。．、、』、5、　i副同1同1同1阿



躯劉　　　　　　・ゲ甥・・ダ・に階る融　　　　　　笥
　　　冬期f帳鮪表　三頭李均謂旗km．m．

’・・呵麹塾図坐虫聖1虹1璽繭圃1繭両両
din蝿一

m州一・2・卜一一1・・・…可ヨ：1扁禰葡．’一轟

臥冬期の蹴は極めて・逞緩である。

　　IV．懲兇の認ナダニ病

鋤己は嚇に於てはその獺澱醐艀この被髄受くること備る嬢桑轍襯臓
除きナ1ヒ獄期には被害凌）るととはない。

儲醐赦の女・き撫を・・蓬ナる識・・撒を個・も・1・cd腱後齢。ものの中誠は

シラミみ脚k醐・1・・）の燃なり賦螺瓢㈱中，木ダ・の襯1・・儲も嚇る鮒に
瀞腰する1恥幌す・その寿轍を嬬酬・ぱ次の」1・nきゆで泌。

（1）iEL！31S，となりて徹椥1・勲る撒を齢る．・の1繊は、・網懸な徽乃鴨1と峨

　　　する所より破れ易くしてstlし液を流川することがある。

（2）闘1にて磯ノ燃と細硯するこ嫡り．そのvag－・るに際して眼く傍ゆ，燃にあ

　　　る。

　（3⊃　被轡澱兜の被轡場所に多数礁合して而し液を吸牧することがある。

　（4，）　稚欝期は発類は・’1舞ぱ乾糊せるの欺を鼎するを常とす。

かくの如き綴を寿｛するも傭るも食桑轍未だそ徽鷲懲軌i脈眠中に於て特量，淀
調蒙せ竃鼠ぱ噸ならね〇　　　　九一・・tr，一ト：三ll

　　　　　本調黛にあた魏時にrl旧建次郎馬・挙／己if：　・・円澱の助力を感謝・ナ。


